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●東京市の魚不買争議と横浜 ●牧野家の人びと

募
集
し
た
文
壇
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
に
、
北
林

透
馬
の
「
街
の
国
際
娘
」
が
入
選
、
話
題

と
な
っ
た
。
北
林
は
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
第
一
号

と
言
わ
れ
、
一
躍
人
気
作
家
と
な
る
。
北
林

は
そ
の
後
も
横
浜
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
山

手
の
自
宅
に
住
ん
で
文
学
少
女
た
ち
に
取
り

巻
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
頃
、
牧
野
勲

と
篠
田
丙
馬
が
常
に
北
林
に
寄
り
添
っ
て
い

た
と
、
後
の
北
林
夫
人
余
志
子
が
書
い
て
い

る
（『
横
浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』
第
三
号
、

一
九
七
二
年
七
月
三
一
日
）。

北
林
と
牧
野
の
そ
も
そ
も
の
出
会
い
は
定

か
で
は
な
い
が
、
二
人
が
横
浜
の
華
や
か
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の
な
か
に
い
た
こ
と
は
確

か
だ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
一
九
三
三
年
夏

に
、
二
人
を
中
心
に
海
港
文
学
の
会
が
結
成

さ
れ
る
（
佃
実
夫
編
『
神
奈
川
人
物
風
土
記
』

昭
和
書
院
、
一
九
七
三
年
）。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
直
後
に
牧
野
は
満
州
の
奉
天
毎
日
新
聞

社
に
招
か
れ
て
、
編
集
局
長
に
就
任
す
る
。

牧
野
が
満
州
に
渡
っ
た
こ
と
で
、
海
港
文
学

の
会
は
い
っ
た
ん
休
止
状
態
と
な
る
。

そ
の
頃
の
満
州
は
、「
開
港
当
時
の
ヨ
コ

ハ
マ
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
い

う
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

も
、「
横
浜
の
ホ
ー
ル
が
引
っ
越
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、「
バ
ン
ド

メ
ン
、
ダ
ン
サ
ー
、
ダ
ン
ス
教
師
に
な
じ
み

の
顔
が
な
ら
ん
で
い
た
」。
戦
後
牧
野
た
ち

が
始
め
た
文
化
行
事
に
た
び
た
び
顔
を
出
す

小
生
夢
坊
と
も
、
満
州
で
出
会
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
牧
野
は
満
州
で
体
調
を
崩

し
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
い
っ

た
ん
帰
国
す
る
。
そ
し
て
、
横
浜
で
布
哇
報

知
極
東
総
局
長
と
な
り
、
翌
年
に
は
布
哇
報

知
の
従
軍
記
者
と
し
て
、
再
び
中
国
大
陸
に

渡
る
。
帰
国
後
の
一
九
三
八
年
四
月
、
ハ
ワ

イ
か
ら
皇
軍
傷
病
兵
慰
問
団
が
や
っ
て
来
る

と
、
牧
野
が
日
本
各
地
を
案
内
し
た
（『
馬

頸
楼
雑
記
』）。
皇
軍
傷
病
兵
慰
問
団
の
旗
を

手
に
し
て
の
記
念
写
真
が
、
牧
野
家
の
ア
ル

バ
ム
に
残
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
、
鎌
倉
の

鶴
岡
八
幡
宮
と
皇
居
で
あ
る
。
牧
野
勲
も
、

端
の
方
に
写
り
込
ん
で
い
る
。

こ
の
間
に
も
、「「
海
港
文
学
の
会
」
の
企

画
が
徐
々
に
再
燃
し
て
い
っ
た
」ら
し
く（
篠

原
あ
や
「
神
奈
川
新
聞
社
と
の
五
〇
年
〈
海

港
文
学
の
会
〉」『
横
浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』

第
六
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
四
日
）、

ま
ず
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
月
に
北

林
・
牧
野
を
中
心
に
海
港
文
学
の
会
を
結
成

し
た
（
新
聞
報
道
で
は
名
称
は
海
港
文
学
研

究
会
）。
そ
し
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
横
浜
の

「
文
学
青
年
少
女
」
に
ひ
ろ
げ
よ
う
と
、
三

月
一
〇
日
に
横
浜
桟
橋
帝
国
ホ
テ
ル
食
堂
で

創
立
茶
話
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た（『
横

浜
貿
易
新
報
』
三
月
五
日
）。
事
務
所
は
南

仲
通
三
丁
目
に
置
か
れ
た
が
、
そ
こ
は
布
哇

報
知
新
聞
の
横
浜
通
信
部
で
あ
っ
た
（『
横

浜
貿
易
新
報
』
三
月
六
日
）。

三
月
一
〇
日
当
日
は
、
四
〇
人
以
上
の
文

学
青
年
少
女
が
集
い
、
矢
野
目
源
一
・
安
田

樹
四
郎
ら
文
学
者
・
作
家
も
出
席
し
て
盛
会

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
、
横
浜
貿
易
新

報
社
か
ら
学
芸
欄
を
同
会
に
提
供
し
た
い
と

提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
（『
横
貿
』
三

月
一
一
日
）。
す
で
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ

て
戦
時
統
制
が
強
ま
り
、
用
紙
不
足
で
機
関

誌
の
発
行
も
望
め
な
い
会
側
の
状
況
と
、
三

宅
磐
死
去
後
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
学
芸
欄
の

担
当
者
も
雇
え
な
い
と
い
う
横
貿
側
の
事
情

が
、
一
致
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

学
芸
欄
は
、
北
林
透
馬
の
責
任
編
集
の

下
、
一
五
日
か
ら
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（『
横
貿
』
三
月
一
三
日
）
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
一
五
日
付
の
紙
面
は
見
つ
か
っ
て
お

ら
ず
、
一
六
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
の
学

芸
欄
紙
面
が
確
認
で
き
る
。
内
容
は
、
作
品

の
募
集
・
発
表
と
情
報
が
主
で
あ
っ
た
。
編

集
の
実
務
は
牧
野
勲
が
、
会
の
運
営
実
務
は

井
上
薫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
は
担
当
し
て

い
た
ら
し
い
。
戦
時
体
制
が
強
ま
っ
て
い
く

な
か
で
、
海
港
文
学
の
会
の
活
動
は
こ
の
学

芸
欄
の
編
集
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
。

北
林
は
一
九
四
一
年
一
一
月
に
報
道
班
員

と
し
て
徴
用
さ
れ
、
南
方
で
日
米
開
戦
を
迎

え
る
。
日
本
に
帰
国
後
は
横
浜
で
過
ご
し
、

横
浜
大
空
襲
で
自
宅
が
焼
失
し
て
い
る
。
ま 

た
、牧
野
も
再
び
奉
天
毎
日
新
聞
に
招
か
れ
、 

満
州
に
渡
る
。
そ
の
後
、
牧
野
は
い
く
つ
か

新
聞
を
渡
り
歩
き
、
一
九
四
四
年
頃
に
は
北

京
の
『
東
亜
新
聞
』
に
入
っ
た
。
そ
し
て
戦

争
が
終
わ
る
と
、
中
国
政
府
の
意
向
で
『
河

北
日
報
』
の
記
者
に
従
事
し
、
翌
一
九
四
六

（
昭
和
二
一
）
年
に
北
京
か
ら
帰
国
す
る
。

帰
国
後
の
牧
野
は
、
日
本
社
会
党
の
機
関

紙
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
が
、
安
月
給
の
た
め

に
賃
上
げ
を
要
求
し
て
「
ク
ビ
に
な
っ
た
」

と
い
う
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
そ
こ
で
、
翌

一
九
四
七
年
初
夏
、
尾
上
町
に
三
春
と
い
う

喫
茶
店
を
開
店
す
る
。
こ
れ
が
、
後
の
文
化

サ
ロ
ン
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
の
そ
も
そ
も
の
始
ま

り
だ
っ
た
。
同
年
一
〇
月
一
日
に
横
浜
で
発

行
さ
れ
た
、『
ダ
ン
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
一

号
と
い
う
雑
誌
が
残
さ
れ
て
い
る
（「
牧
野

勲
関
係
資
料
」）。
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
家
の
た

め
の
雑
誌
で
、
牧
野
が
編
集
顧
問
に
就
い
て

い
る
。
開
店
間
も
な
い
三
春
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、「
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
と
音
楽
家

の
ク
ラ
ブ
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
牧

野
と
北
林
が
短
文
の
随
筆
を
掲
載
し
て
い
る
。

三
春
は
や
が
て
、一
九
五
三
（
昭
和
二
八
） 

年
一
〇
月
九
日
に
港
町
五
丁
目
に
移
転
、
店

名
も
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
と
改
め
る
。
こ
の
間

一
九
四
九
年
頃
、
牧
野
は
ハ
ワ
イ
報
知
の
支

局
を
置
き
、
特
置
員
と
し
て
記
事
を
送
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
喫
茶
店
店
主
と
し
て
牧
野

は
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
加
賀
料
理
飲
食
喫
茶

業
組
合
の
副
組
合
長
と
な
り
、
一
九
五
〇
年

か
ら
五
年
間
横
浜
商
工
会
議
所
の
議
員
と
な

る
。
こ
の
こ
と
が
、牧
野
が
北
林
と
組
ん
で
、

様
々
な
文
化
行
事
を
企
画
す
る
出
発
点
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
（
羽
田
博
昭
）

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
公
布
施
行
さ

れ
た
中
央
卸
売
市
場
法
は
、
指
定
区
域
に
主

に
公
設
に
よ
り
卸
売
市
場
を
設
置
し
、
公

正
・
適
正
な
市
場
取
引
の
実
行
を
目
的
と
し

た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
市
場
の
廃
止
や
出

荷
・
買
い
出
し
の
慣
行
や
経
路
等
の
変
更
を

伴
っ
た
た
め
、
設
置
ま
で
に
様
々
な
問
題
が

惹
起
し
た
。

横
浜
市
で
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年 

に
中
央
卸
売
市
場
が
開
場
し
た
。
開
場
当
初 

の
二
月
か
ら
、
青
果
部
が
業
務
を
開
始
し
た 

の
に
対
し
、魚
類
部
は
業
務
を
開
始
で
き
ず
、 

業
務
開
始
は
一
〇
月
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

既
存
市
場
の
整
理
等
に
手
間
取
っ
た
た
め
で

あ
っ
た
。
青
果
部
も
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け 

で
は
な
く
、
既
存
市
場
の
収
容
や
手
数
料
な 

ど
に
つ
い
て
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
お
り
、 

当
初
の
予
定
期
日
よ
り
も
開
場
は
遅
れ
た
。

横
浜
市
よ
り
遅
れ
る
こ
と
四
年
、三
五（
昭

和
一
〇
）
年
に
中
央
卸
売
市
場
を
開
場
し
た 

東
京
市
は
、横
浜
市
の
人
口
の
約
八
･
三
倍
、 

江
戸
時
代
か
ら
巨
大
市
場
が
存
在
し
て
い
た

た
め
、
関
わ
っ
て
い
る
人
数
も
多
く
、
諸
権

利
、
取
引
慣
行
な
ど
も
複
雑
で
あ
っ
た
。
開

場
ま
で
の
過
程
で
、
問
題
は
と
き
に
政
治
問

題
化
し
、
ま
た
、
大
き
な
争
議
も
引
き
起
こ

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
横
浜
市
中
央
卸

売
市
場
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
問
題
の
ひ

と
つ
は
、
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
九
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
の
鮮
魚
買
出
人
（
主
に
小

売
商
）
に
よ
る
不
買
争
議
で
あ
っ
た
。

不
買
争
議
ま
で
の
概
要

不
買
争
議
は
、
中
央
卸
売
市
場
の
卸
売
人

（
卸
売
会
社
）
を
単
一
に
す
る
か
複
数
に
す

る
か
の
単
複
問
題
に
起
因
し
た
（
以
下
、『
卸

売
市
場
制
度
五
十
年
史
』
第
一
巻
、
第
二
巻

に
よ
る
）。
一
般
的
に
、
単
一
支
持
は
統
制

あ
る
取
引
を
主
張
し
、
複
数
支
持
は
独
占
の

弊
害
を
主
張
し
た
。

東
京
市
で
は
（
以
下
、
魚
市
場
に
限
る
）、

市
場
問
屋
の
大
多
数
が
単
一
制
支
持
、
生
産

者
・
小
売
商
・
消
費
者
団
体
と
一
部
の
問
屋

が
複
数
制
支
持
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
、
市
場
の
業
務
規
程
案
が
市
会
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
と
、
委
員
会
で
は

複
数
派
が
多
数
を
占
め
、
翌
三
四
年
複
数
制

の
業
務
規
程
が
可
決
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い

て
も
同
様
と
な
っ
た
。
単
一
派
は
、
単
一
制

を
支
持
し
て
い
た
商
工
省
に
認
可
し
な
い
よ

う
に
働
き
か
け
、
商
工
省
で
は
単
一
制
を
希

望
条
件
と
し
て
業
務
規
程
を
認
可
す
る
と
い

う
異
例
の
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
複
数
派
は
三
五
年
一
月
東
京
魚

問
屋
株
式
会
社
を
設
立
し
、
単
一
派
も
六
月

に
東
京
魚
市
場
株
式
会
社
を
設
立
し
業
務
申

請
を
し
た
。
結
局
、
同
年
一
〇
月
、
六
か
月

以
内
に
合
併
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
両
社
に

対
し
業
務
許
可
が
出
さ
れ
、
同
年
一
一
月
と

翌
年
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。

六
か
月
の
期
限
後
、
魚
市
場
株
式
会
社
は

合
併
の
決
議
を
行
っ
た
が
、
魚
問
屋
株
式
会

社
は
、
小
売
商
な
ど
の
運
動
も
あ
り
決
議
を

行
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
京
市
は
八
月

一
五
日
か
ら
一
か
月
の
業
務
停
止
処
分
を
決

め
、
こ
れ
に
反
発
し
た
買
出
人
は
、
築
地
市

場
へ
の
買
い
出
し
を
中
止
す
る
不
買
争
議
を

計
画
し
た
。

横
浜
側
─
争
議
開
始
ま
で

東
京
買
出
人
組
合
聯
盟
が
不
買
も
辞
さ
ず

と
の
主
張
を
し
て
い
た
八
月
中
旬
、
全
国
鮮

魚
買
出
人
組
合
聯
盟
の
副
組
合
長
な
ど
が
横

浜
市
の
鮮
魚
商
組
合
を
訪
ね
て
、
経
過
報
告

と
不
買
決
行
の
場
合
の
諒
解
を
求
め
て
き
た

（
読
売
八
・
一
八
）。
既
に
全
国
組
織
で
は
、 

六
月
の
大
会
で
合
併
反
対
を
決
議
し
て
い
た
。

横
浜
市
の
鮮
魚
小
売
商
組
合
は
、
二
六

日
理
事
会
と
代
議
員
会
を
開
き
、
不
買
実

行
の
際
の
対
策
を
協
議
し
て
い
る
（
読
売

八
・
二
七
）。
同
記
事
で
は
、「
組
合
員
の
大

多
数
が
交
友
団
体
と
し
て
又
同
業
関
係
か
ら

出
来
得
る
限
り
の
応
援
を
す
る
方
針
」
で
あ

る
た
め
、
東
京
か
ら
買
い
出
し
に
来
て
も
相

当
便
宜
が
図
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
当
局
で
も
対
策
が
協
議
さ
れ
、

加
藤
木
保
次
市
場
長
は
、
前
例
が
あ
る
の
で

売
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
荷
主
が
横

浜
に
荷
を
送
る
よ
う
に
な
る
の
で
品
不
足
に

よ
る
価
格
上
昇
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
交
通
整

理
等
に
は
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
し
て
、受
入
の
方
針
で
あ
っ
た
（
東
朝
八
・ 

二
一
）。
な
お
、
前
例
と
は
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
に
起
き
た
魚
不
買
争
議
を
指
す
。

こ
の
時
は
参
加
し
な
か
っ
た
団
体
も
あ
り
短

期
間
で
終
わ
っ
た
が
、
横
浜
市
中
央
卸
売
市

場
へ
も
多
く
の
買
い
出
し
が
あ
っ
た
。

一
九
日
に
は
、
東
京
側
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
五

台
の
買
い
出
し
が
あ
り
、
試
験
的
な
も
の
と

見
ら
れ
る
と
報
道
さ
れ
た（
東
朝
八
・
二
〇
）。 

魚
問
屋
株
式
会
社
が
業
務
停
止
に
な
っ
て
か

ら
、
横
浜
以
外
に
も
千
住
・
大
森
な
ど
へ
買

い
出
し
に
向
か
っ
た
者
が
あ
り
、
散
発
的
な

不
買
運
動
は
始
ま
っ
て
い
た
（
東
日
八
・
一 

九
）。
こ
れ
に
対
し
、
横
浜
市
・
横
浜
生
魚

塩
干
株
式
会
社
（
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
の

魚
類
部
の
卸
売
人
）・
仲
買
人
組
合
な
ど
で

は
、
二
二
日
の
東
京
市
場
の
公
休
日
に
は

三
〇
台
ぐ
ら
い
、
そ
れ
以
後
も
大
規
模
な
買

い
出
し
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
対
策
協
議
会

を
開
き
、
東
京
か
ら
の
大
規
模
な
買
い
出

し
の
際
は
、
交
通
整
理
な
ど
の
た
め
場
内

整
理
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る

（
二
一
日
、
東
朝
八
・
二
二
）。

東
京
市
の
魚
不
買
争
議
と
横
浜
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●東京市の魚不買争議と横浜 ●東京市の魚不買争議と横浜

不
買
争
議
間
近
の
三
一
日
に
は
、
東
京
鮮

魚
買
出
人
組
合
聯
盟
の
常
務
理
事
が
、
加
藤

木
市
場
長
・
飯
田
孝
太
郎
生
魚
塩
干
会
社
専

務
・
太
田
仲
買
人
組
合
長
・
土
屋
麟
之
助

小
売
商
組
合
長
な
ど
を
訪
問
し
、
九
月
二
日

の
不
買
決
行
日
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
一
〇
〇
台

余
、
買
出
人
七
〇
〇
人
余
が
来
場
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
諒
解
を
求
め
た
（
読

売
九
・
一
）。

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
で
は
神
奈
川
警
察

署
と
連
絡
を
取
り
、
交
通
整
理
・
盗
難
防
止

等
の
準
備
を
整
え
、
神
奈
川
署
で
は
、
制
服
・

私
服
一
五
人
の
警
官
で
整
理
に
当
た
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
売
商
組
合
で
は
、
当
日

は
四
〇
人
の
役
員
に
よ
り
市
場
内
に
案
内
の

立
て
看
板
、
提
灯
・
腕
章
を
付
け
て
の
誘
導

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
（
読
売
九
・
二
）。

こ
の
よ
う
に
準
備
を
整
え
た
中
で
、
不
買

争
議
の
初
日
九
月
二
日
の
朝
を
迎
え
た
。

不
買
争
議
初
日

九
月
二
日
朝
二
時
、
早
く
も
東
京
か
ら
の

買
い
出
し
一
番
乗
り
の
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し

た
。
聯
盟
渋
谷
支
部
、
西
部
魚
商
組
合
の
魚

富
（
桜
丘
町
）
の
一
二
人
で
、
ト
ラ
ッ
ク

に
大
き
な
旗
を
立
て
て
入
場
し
て
き
た
（
以

下
、
読
売
九
・
三
夕
、
九
・
三
、
東
朝
九
・
三
、

横
貿
九
・
三
、
報
知
九
・
三
）。
彼
ら
は
、
三 

二
年
の
争
議
の
時
に
も
一
番
乗
り
を
し
た
と

い
う
。そ
の
後
、続
々
と
東
京
か
ら
の
ト
ラ
ッ

ク
が
来
場
し
、
五
時
半
に
は
八
〇
台
、
六
時

半
に
は
延
べ
百
数
十
台
と
な
り
、
買
出
人
の

数
は
約
二
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
市
場
前
の

道
路
で
は
、
両
側
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ト

ラ
ッ
ク
が
連
な
り
、
違
反
と
な
る
万
代
橋
上

に
も
駐
車
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

通
常
の
魚
類
部
の
買
出
人
数
は
、
二
〇
〇 

〇
人
内
外
で
あ
っ
た
の
で
（『
昭
和
十
一
年

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
要
覧
』
一
九
三
七

年
）、
こ
の
日
の
朝
の
入
場
者
は
、
ほ
ぼ
二

倍
と
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
台
数
で
は
、
横
浜

で
は
比
較
的
遠
方
の
も
の
が
ト
ラ
ッ
ク
を
使

い
、
そ
の
他
は
リ
ヤ
カ
ー
、
市
電
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
通
常
の
数
倍

に
達
し
た
。

こ
れ
を
迎
え
た
横
浜
側
は
、
市
場
長
や
生

魚
塩
干
会
社
専
務
・
小
売
商
組
合
正
副
組

合
長
な
ど
が
四
時
頃
か
ら
来
場
し
、
予
定
通

り
四
〇
人
余
の
整
理
員
が
赤
襷
を
し
て
、
ト

ラ
ッ
ク
に
番
号
札
を
貼
る
な
ど
の
整
理
に
当

た
っ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
警
察
署
も
二
〇

人
が
出
動
し
て
警
備
に
当
た
っ
た
。
こ
の
た

め
、「
蜂
の
巣
を
突
い
た
騒
ぎ
」、「
踵
を
返

す
間
隙
も
な
い
」
混
雑
で
あ
っ
た
が
、
大
き

な
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
。

価
格
面
で
は
、
こ
の
買
出
人
の
殺
到
に
よ

り
昂
騰
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
入
荷
が
充

分
に
あ
り
「
物
に
よ
っ
て
一
割
高
と
い
っ
た

程
度
で
卸
売
相
場
か
ら
み
れ
ば
浜
の
お
台
所

に
さ
し
た
る
影
響
は
な
い
」
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
東
京
の
買
出
人
か
ら
は
、
築
地
よ
り

一
～
二
割
安
い
と
の
声
も
あ
っ
た
。
な
お
、

川
崎
魚
市
場
へ
も
東
京
か
ら
の
買
い
出
し
が

向
か
っ
た
が
、
同
市
場
で
は
三
～
四
割
の
高

値
に
な
っ
た
と
い
う
。

若
干
の
問
題
が
起
き
た
の
は
、
氷
の
供
給

で
あ
っ
た
。
二
倍
の
買
出
人
の
需
要
を
賄

う
だ
け
の
数
量
が
な
か
っ
た
の
で
、
少
な

く
な
っ
た
氷
を
東

京
・
横
浜
の
ど
ち

ら
に
供
給
す
る
か

に
つ
い
て
問
題
が

起
き
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
東
京

側
が
川
崎
等
で
求

め
る
こ
と
で
決
着

し
た
。

市
場
内
で
は
、

東
京
鮮
魚
買
出
人 

組
合
聯
盟
が
「
起

て
買
出
人
諸
君
！
」 

と
い
う
四
〇
〇
枚

の
「
ア
ジ
ビ
ラ
」

を
撒
き
、
東
京
市

場
の
状
況
が
、
五

時
四
〇
分
ま
で
に

ト
ラ
ッ
ク
が
通
常

二
〇
〇
台
位
の
と

こ
ろ
九
台
と
聞
く

と
万
歳
が
湧
き
起

こ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
視
察
に
来
場

し
た
買
出
人
聯
盟
会
長
や
東
京
市
買
出
人
組

合
長
等
は
、
買
い
出
し
の
状
況
を
見
て
、「
荷

も
潤
沢
だ
し
横
浜
の
組
合
の
人
達
の
お
骨
折

で
十
分
に
買
出
が
出
来
た
、
吾
々
の
方
の
統

制
は
十
分
に
付
い
て
を
り
解
決
ま
で
は
何
時

ま
で
も
戦
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
」
と
翌
日

以
降
へ
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
朝
の
混
雑
は
八
時
頃
に
は
解
消
し
た
。

当
日
の
売
上
げ
は
、一
六
〇
～
七
〇
ト
ン
、

二
三
、〇
〇
〇
円
余
と
な
り
、
通
常
六
〇
～

七
〇
ト
ン
、
一
一
、〇
〇
〇
円
か
ら
見
る
と

二
倍
以
上
と
な
っ
た
。

不
買
争
議
二
日
目
〜

翌
日
か
ら
も
不
買
争
議
に
伴
っ
て
買
い
出

し
は
続
い
た
。
横
浜
の
新
聞
各
紙
は
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
殆
ど
記
事
に
し
な
く
な
る
が
、

一
〇
日
前
後
ま
で
は
報
道
さ
れ
て
い
る
。

三
日
は
、
東
京
の
大
森
市
場
に
約
五
倍
の

入
荷
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
回
っ
た
買

出
人
が
多
く
、
横
浜
は
前
日
よ
り
減
少
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク
一
四
四
台
・
一
五
〇
〇
人
の

買
出
人
が
東
京
か
ら
来
場
し
た（
読
売
九
・
四

く
青
果
部
等
も
含
み
、
出
荷
者
、
買
出
人
の

総
て
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

入
場
者
数
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

一
〇
月
に
魚
類
部
が
開
業
す
る
と
、
月
平
均

で
そ
れ
ま
で
の
三
倍
以
上
の
一
一
万
人
と
な

り
、
翌
三
二
年
も
月
平
均
で
約
一
〇
万
人
の

入
場
者
数
が
あ
っ
た
。
三
二
年
は
第
一
次
不

買
争
議
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
新
規
の
市
場

へ
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の 

で
あ
ろ
う
。
三
三
年
以
後
は
四
〇
年
ま
で

は
、
月
平
均
九
万
～
九
万
四
〇
〇
〇
人
前
後

で
安
定
し
て
い
る
。

図
1
に
よ
り
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か

一
五
日
に
決
着
と
な
っ
た
。

な
お
、争
議
解
決
後
も
東
京
の
買
出
人
は
、

「
お
礼
買
出
し
」
と
し
て
、
数
日
間
、
数
百

人
規
模
で
買
い
出
し
に
訪
れ
て
い
る
（
東
朝

一
〇
・
一
七
）。

こ
の
不
買
争
議
に
つ
い
て
、『
卸
売
市
場

制
度
五
十
年
史
』
で
は
、「
小
売
商
側
と
し

て
は
、
そ
の
団
結
力
を
内
外
に
示
し
、〔
略
〕

将
来
に
お
け
る
小
売
商
の
権
益
の
伸
長
に
相

当
効
果
を
収
め
た
」（
第
一
巻
、
五
八
二
頁
、

中
根
長
吉
執
筆
）
と
評
価
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
か
月
半
の
間
、
横
浜
市

中
央
卸
売
市
場
に
は
、
東
京
か
ら
大
勢
の
買

出
人
が
訪
れ
た
。
こ
の
た
め
、
九
月
末
に
は

「
文
字
通
り
漁
夫
の
利
」
と
の
見
出
し
で
、

売
上
げ
が
開
場
以
来
の
記
録
の
六
五
万
円
に

な
り
、
横
浜
生
魚
塩
干
株
式
会
社
は
、
こ
の

一
割
、
六
万
五
〇
〇
〇
円
の
利
益
と
な
っ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
東
朝
九
・
三
〇
）。
そ

し
て
、
争
議
の
終
わ
り
の
一
〇
月
半
ば
に

は
、「
夢
の
二
ヶ
月
棚
ぼ
た
景
気
」
と
の
見

出
し
で
、
四
〇
日
間
で
九
八
万
円
余
の
売
上

げ
、
買
出
人
延
べ
三
万
二
〇
〇
〇
人
、
通

常
の
三
八
万
円
増
の
売
上
げ
に
よ
り
手
数
料

三
万
八
〇
〇
〇
円
が
「
全
く
棚
ぼ
た
式
の
儲

け
」
と
報
じ
ら
れ
た
（
読
売
一
〇
・
一
四
）。

数
字
か
ら
見
た
影
響

以
上
、
新
聞
記
事
で
見
て
き
た
不
買
争
議

に
つ
い
て
、
統
計
に
よ
り
影
響
を
見
て
い
く

（
以
下
、『
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
要
覧
』『
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
年
報
』
各
年
に
よ
る
）。

先
ず
は
入
場
者
数
か
ら
見
て
い
こ
う
。
統

計
掲
載
の
入
場
者
数
は
、
魚
類
部
だ
け
で
な

五
日
に
は
、
東
京
魚
商
組
合
の
正
副
組
合

長
、
大
阪
や
名
古
屋
、
広
島
の
組
合
長
な
ど

が
横
浜
を
訪
れ
て
、
買
出
人
を
激
励
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
市
会
で
こ
の
問
題
が
取
り

扱
わ
れ
る
の
で
、
横
浜
の
買
出
人
組
合
の
幹

部
が
傍
聴
に
行
く
は
ず
と
の
報
道
も
あ
っ
た

（
読
売
、
横
貿
九
・
六
夕
）。

七
日
に
は
八
九
ト
ン
し
か
入
荷
せ
ず
、
価

格
は
一
割
ほ
ど
の
高
値
と
な
っ
た
。
横
浜
生

魚
塩
干
会
社
で
は
、
東
京
魚
市
場
会
社
の
策

動
の
噂
が
あ
っ
た
の
で
同
会
社
と
会
談
し
、

荷
主
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
入
荷
減
少
を
防

止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
東
朝
九
・
八
）。
市

場
へ
鮮
魚
を
出
荷
す
る
側
は
、
争
議
の
行
方

を
眺
め
つ
つ
、
価
格
的
に
有
利
な
方
へ
出
荷

を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
に
よ
っ
て
は
、
種
類
が
大
き
く
偏
る
時

も
あ
り
、
八
日
に
は
、
一
五
〇
ト
ン
の
入

荷
中
、
北
海
道
の
生
鮭
が
一
一
〇
ト
ン
を
占

め
、「
北
海
道
の
生
鮭
に
食
傷
し
さ
う
」
と

の
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
。
後
に
見
る
よ
う

に
、
九
月
合
計
で
サ
ケ
・
マ
ス
は
一
〇
七
ト

ン
程
な
の
で
、
こ
の
数
字
は
過
大
と
思
わ
れ

る
が
、
季
節
的
な
理
由
だ
け
で
は
な
い
集
中

で
あ
っ
た
。
一
方
で
マ
グ
ロ
は
六
ト
ン
と
少

な
く
、
マ
グ
ロ
冷
凍
船
は
東
京
側
か
ら
の
牽

制
で
荷
揚
げ
が
出
来
な
い
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
（
横
貿
九
・
九
夕
）。

持
久
戦
と
な
っ
た
不
買
争
議
は
、
九
月
中

に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
〇
月
に
な
っ

て
、
東
京
市
が
三
項
目
の
提
案
を
し
、
そ
れ

に
対
し
買
出
人
側
が
八
項
目
の
希
望
条
件
を

提
出
し
、
話
し
合
い
と
な
っ
た
。
結
局
は
買

出
人
側
の
希
望
は
あ
ま
り
叶
え
ら
れ
ず
に
、

夕
）。
入
荷
量
が
減
少
し
た
た
め
に
価
格
は

上
昇
し
、
特
に
マ
グ
ロ
な
ど
の
大
物
が
昂
騰

し
、
前
日
一
〇
貫
当
た
り
一
一
～
二
円
の
も

の
が
二
倍
の
二
二
～
三
円
と
な
っ
た
（
東
日

九
・
四
）。
ま
た
、
入
荷
量
の
減
少
は
、
魚

市
場
株
式
会
社
側
が
三
浦
半
島
な
ど
の
産
地

へ
出
向
い
て
荷
を
押
さ
え
て
い
る
か
ら
と
い

う
情
報
が
あ
り
、
不
買
側
も
人
を
派
遣
し
て

荷
物
誘
引
を
す
る
と
報
道
さ
れ
た
（
報
知
九 

・
五
）。

こ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
翌
四
日
に
は
一 

八
〇
ト
ン
の
入
荷
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
〇 

〇
ト
ン
が
東
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
、
三
万
～

三
万
五
〇
〇
〇
円
の
売
上
げ
が
あ
っ
た
。
相

場
も
マ
グ
ロ
な
ど
の
品
物
が
潤
沢
に
あ
っ
た

た
め
前
日
よ
り
一
割
五
分
ほ
ど
安
値
に
な
っ

た
と
い
う
（
読
売
、
横
貿
九
・
五
夕
）。

魚類部買出人の雑踏（『横浜市中央卸売市場年報』1931	年）
　争議時の写真ではないが、トラック・自転車・リヤカーなどで混雑している。左の建物が仲買人売場、
　買出人はここで購入していく。

魚類部卸売場（『横浜市中央卸売市場年報』1931年）
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●東京市の魚不買争議と横浜 ●東京市の魚不買争議と横浜

不
買
争
議
間
近
の
三
一
日
に
は
、
東
京
鮮

魚
買
出
人
組
合
聯
盟
の
常
務
理
事
が
、
加
藤

木
市
場
長
・
飯
田
孝
太
郎
生
魚
塩
干
会
社
専

務
・
太
田
仲
買
人
組
合
長
・
土
屋
麟
之
助

小
売
商
組
合
長
な
ど
を
訪
問
し
、
九
月
二
日

の
不
買
決
行
日
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
一
〇
〇
台

余
、
買
出
人
七
〇
〇
人
余
が
来
場
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
諒
解
を
求
め
た
（
読

売
九
・
一
）。

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
で
は
神
奈
川
警
察

署
と
連
絡
を
取
り
、
交
通
整
理
・
盗
難
防
止

等
の
準
備
を
整
え
、
神
奈
川
署
で
は
、
制
服
・

私
服
一
五
人
の
警
官
で
整
理
に
当
た
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
売
商
組
合
で
は
、
当
日

は
四
〇
人
の
役
員
に
よ
り
市
場
内
に
案
内
の

立
て
看
板
、
提
灯
・
腕
章
を
付
け
て
の
誘
導

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
（
読
売
九
・
二
）。

こ
の
よ
う
に
準
備
を
整
え
た
中
で
、
不
買

争
議
の
初
日
九
月
二
日
の
朝
を
迎
え
た
。

不
買
争
議
初
日

九
月
二
日
朝
二
時
、
早
く
も
東
京
か
ら
の

買
い
出
し
一
番
乗
り
の
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し

た
。
聯
盟
渋
谷
支
部
、
西
部
魚
商
組
合
の
魚

富
（
桜
丘
町
）
の
一
二
人
で
、
ト
ラ
ッ
ク

に
大
き
な
旗
を
立
て
て
入
場
し
て
き
た
（
以

下
、
読
売
九
・
三
夕
、
九
・
三
、
東
朝
九
・
三
、

横
貿
九
・
三
、
報
知
九
・
三
）。
彼
ら
は
、
三 

二
年
の
争
議
の
時
に
も
一
番
乗
り
を
し
た
と

い
う
。そ
の
後
、続
々
と
東
京
か
ら
の
ト
ラ
ッ

ク
が
来
場
し
、
五
時
半
に
は
八
〇
台
、
六
時

半
に
は
延
べ
百
数
十
台
と
な
り
、
買
出
人
の

数
は
約
二
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
市
場
前
の

道
路
で
は
、
両
側
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ト

ラ
ッ
ク
が
連
な
り
、
違
反
と
な
る
万
代
橋
上

に
も
駐
車
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

通
常
の
魚
類
部
の
買
出
人
数
は
、
二
〇
〇 

〇
人
内
外
で
あ
っ
た
の
で
（『
昭
和
十
一
年

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
要
覧
』
一
九
三
七

年
）、
こ
の
日
の
朝
の
入
場
者
は
、
ほ
ぼ
二

倍
と
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
台
数
で
は
、
横
浜

で
は
比
較
的
遠
方
の
も
の
が
ト
ラ
ッ
ク
を
使

い
、
そ
の
他
は
リ
ヤ
カ
ー
、
市
電
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
通
常
の
数
倍

に
達
し
た
。

こ
れ
を
迎
え
た
横
浜
側
は
、
市
場
長
や
生

魚
塩
干
会
社
専
務
・
小
売
商
組
合
正
副
組

合
長
な
ど
が
四
時
頃
か
ら
来
場
し
、
予
定
通

り
四
〇
人
余
の
整
理
員
が
赤
襷
を
し
て
、
ト

ラ
ッ
ク
に
番
号
札
を
貼
る
な
ど
の
整
理
に
当

た
っ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
警
察
署
も
二
〇

人
が
出
動
し
て
警
備
に
当
た
っ
た
。
こ
の
た

め
、「
蜂
の
巣
を
突
い
た
騒
ぎ
」、「
踵
を
返

す
間
隙
も
な
い
」
混
雑
で
あ
っ
た
が
、
大
き

な
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
。

価
格
面
で
は
、
こ
の
買
出
人
の
殺
到
に
よ

り
昂
騰
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
入
荷
が
充

分
に
あ
り
「
物
に
よ
っ
て
一
割
高
と
い
っ
た

程
度
で
卸
売
相
場
か
ら
み
れ
ば
浜
の
お
台
所

に
さ
し
た
る
影
響
は
な
い
」
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
東
京
の
買
出
人
か
ら
は
、
築
地
よ
り

一
～
二
割
安
い
と
の
声
も
あ
っ
た
。
な
お
、

川
崎
魚
市
場
へ
も
東
京
か
ら
の
買
い
出
し
が

向
か
っ
た
が
、
同
市
場
で
は
三
～
四
割
の
高

値
に
な
っ
た
と
い
う
。

若
干
の
問
題
が
起
き
た
の
は
、
氷
の
供
給

で
あ
っ
た
。
二
倍
の
買
出
人
の
需
要
を
賄

う
だ
け
の
数
量
が
な
か
っ
た
の
で
、
少
な

く
な
っ
た
氷
を
東

京
・
横
浜
の
ど
ち

ら
に
供
給
す
る
か

に
つ
い
て
問
題
が

起
き
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
東
京

側
が
川
崎
等
で
求

め
る
こ
と
で
決
着

し
た
。

市
場
内
で
は
、

東
京
鮮
魚
買
出
人 

組
合
聯
盟
が
「
起

て
買
出
人
諸
君
！
」 

と
い
う
四
〇
〇
枚

の
「
ア
ジ
ビ
ラ
」

を
撒
き
、
東
京
市

場
の
状
況
が
、
五

時
四
〇
分
ま
で
に

ト
ラ
ッ
ク
が
通
常

二
〇
〇
台
位
の
と

こ
ろ
九
台
と
聞
く

と
万
歳
が
湧
き
起

こ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
視
察
に
来
場

し
た
買
出
人
聯
盟
会
長
や
東
京
市
買
出
人
組

合
長
等
は
、
買
い
出
し
の
状
況
を
見
て
、「
荷

も
潤
沢
だ
し
横
浜
の
組
合
の
人
達
の
お
骨
折

で
十
分
に
買
出
が
出
来
た
、
吾
々
の
方
の
統

制
は
十
分
に
付
い
て
を
り
解
決
ま
で
は
何
時

ま
で
も
戦
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
」
と
翌
日

以
降
へ
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
朝
の
混
雑
は
八
時
頃
に
は
解
消
し
た
。

当
日
の
売
上
げ
は
、一
六
〇
～
七
〇
ト
ン
、

二
三
、〇
〇
〇
円
余
と
な
り
、
通
常
六
〇
～

七
〇
ト
ン
、
一
一
、〇
〇
〇
円
か
ら
見
る
と

二
倍
以
上
と
な
っ
た
。

不
買
争
議
二
日
目
〜

翌
日
か
ら
も
不
買
争
議
に
伴
っ
て
買
い
出

し
は
続
い
た
。
横
浜
の
新
聞
各
紙
は
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
殆
ど
記
事
に
し
な
く
な
る
が
、

一
〇
日
前
後
ま
で
は
報
道
さ
れ
て
い
る
。

三
日
は
、
東
京
の
大
森
市
場
に
約
五
倍
の

入
荷
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
回
っ
た
買

出
人
が
多
く
、
横
浜
は
前
日
よ
り
減
少
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク
一
四
四
台
・
一
五
〇
〇
人
の

買
出
人
が
東
京
か
ら
来
場
し
た（
読
売
九
・
四

く
青
果
部
等
も
含
み
、
出
荷
者
、
買
出
人
の

総
て
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

入
場
者
数
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

一
〇
月
に
魚
類
部
が
開
業
す
る
と
、
月
平
均

で
そ
れ
ま
で
の
三
倍
以
上
の
一
一
万
人
と
な

り
、
翌
三
二
年
も
月
平
均
で
約
一
〇
万
人
の

入
場
者
数
が
あ
っ
た
。
三
二
年
は
第
一
次
不

買
争
議
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
新
規
の
市
場

へ
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の 

で
あ
ろ
う
。
三
三
年
以
後
は
四
〇
年
ま
で

は
、
月
平
均
九
万
～
九
万
四
〇
〇
〇
人
前
後

で
安
定
し
て
い
る
。

図
1
に
よ
り
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か

一
五
日
に
決
着
と
な
っ
た
。

な
お
、争
議
解
決
後
も
東
京
の
買
出
人
は
、

「
お
礼
買
出
し
」
と
し
て
、
数
日
間
、
数
百

人
規
模
で
買
い
出
し
に
訪
れ
て
い
る
（
東
朝

一
〇
・
一
七
）。

こ
の
不
買
争
議
に
つ
い
て
、『
卸
売
市
場

制
度
五
十
年
史
』
で
は
、「
小
売
商
側
と
し

て
は
、
そ
の
団
結
力
を
内
外
に
示
し
、〔
略
〕

将
来
に
お
け
る
小
売
商
の
権
益
の
伸
長
に
相

当
効
果
を
収
め
た
」（
第
一
巻
、
五
八
二
頁
、

中
根
長
吉
執
筆
）
と
評
価
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
か
月
半
の
間
、
横
浜
市

中
央
卸
売
市
場
に
は
、
東
京
か
ら
大
勢
の
買

出
人
が
訪
れ
た
。
こ
の
た
め
、
九
月
末
に
は

「
文
字
通
り
漁
夫
の
利
」
と
の
見
出
し
で
、

売
上
げ
が
開
場
以
来
の
記
録
の
六
五
万
円
に

な
り
、
横
浜
生
魚
塩
干
株
式
会
社
は
、
こ
の

一
割
、
六
万
五
〇
〇
〇
円
の
利
益
と
な
っ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
東
朝
九
・
三
〇
）。
そ

し
て
、
争
議
の
終
わ
り
の
一
〇
月
半
ば
に

は
、「
夢
の
二
ヶ
月
棚
ぼ
た
景
気
」
と
の
見

出
し
で
、
四
〇
日
間
で
九
八
万
円
余
の
売
上

げ
、
買
出
人
延
べ
三
万
二
〇
〇
〇
人
、
通

常
の
三
八
万
円
増
の
売
上
げ
に
よ
り
手
数
料

三
万
八
〇
〇
〇
円
が
「
全
く
棚
ぼ
た
式
の
儲

け
」
と
報
じ
ら
れ
た
（
読
売
一
〇
・
一
四
）。

数
字
か
ら
見
た
影
響

以
上
、
新
聞
記
事
で
見
て
き
た
不
買
争
議

に
つ
い
て
、
統
計
に
よ
り
影
響
を
見
て
い
く

（
以
下
、『
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
要
覧
』『
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
年
報
』
各
年
に
よ
る
）。

先
ず
は
入
場
者
数
か
ら
見
て
い
こ
う
。
統

計
掲
載
の
入
場
者
数
は
、
魚
類
部
だ
け
で
な

五
日
に
は
、
東
京
魚
商
組
合
の
正
副
組
合

長
、
大
阪
や
名
古
屋
、
広
島
の
組
合
長
な
ど

が
横
浜
を
訪
れ
て
、
買
出
人
を
激
励
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
市
会
で
こ
の
問
題
が
取
り

扱
わ
れ
る
の
で
、
横
浜
の
買
出
人
組
合
の
幹

部
が
傍
聴
に
行
く
は
ず
と
の
報
道
も
あ
っ
た

（
読
売
、
横
貿
九
・
六
夕
）。

七
日
に
は
八
九
ト
ン
し
か
入
荷
せ
ず
、
価

格
は
一
割
ほ
ど
の
高
値
と
な
っ
た
。
横
浜
生

魚
塩
干
会
社
で
は
、
東
京
魚
市
場
会
社
の
策

動
の
噂
が
あ
っ
た
の
で
同
会
社
と
会
談
し
、

荷
主
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
入
荷
減
少
を
防

止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
東
朝
九
・
八
）。
市

場
へ
鮮
魚
を
出
荷
す
る
側
は
、
争
議
の
行
方

を
眺
め
つ
つ
、
価
格
的
に
有
利
な
方
へ
出
荷

を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
に
よ
っ
て
は
、
種
類
が
大
き
く
偏
る
時

も
あ
り
、
八
日
に
は
、
一
五
〇
ト
ン
の
入

荷
中
、
北
海
道
の
生
鮭
が
一
一
〇
ト
ン
を
占

め
、「
北
海
道
の
生
鮭
に
食
傷
し
さ
う
」
と

の
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
。
後
に
見
る
よ
う

に
、
九
月
合
計
で
サ
ケ
・
マ
ス
は
一
〇
七
ト

ン
程
な
の
で
、
こ
の
数
字
は
過
大
と
思
わ
れ

る
が
、
季
節
的
な
理
由
だ
け
で
は
な
い
集
中

で
あ
っ
た
。
一
方
で
マ
グ
ロ
は
六
ト
ン
と
少

な
く
、
マ
グ
ロ
冷
凍
船
は
東
京
側
か
ら
の
牽

制
で
荷
揚
げ
が
出
来
な
い
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
（
横
貿
九
・
九
夕
）。

持
久
戦
と
な
っ
た
不
買
争
議
は
、
九
月
中

に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
〇
月
に
な
っ

て
、
東
京
市
が
三
項
目
の
提
案
を
し
、
そ
れ

に
対
し
買
出
人
側
が
八
項
目
の
希
望
条
件
を

提
出
し
、
話
し
合
い
と
な
っ
た
。
結
局
は
買

出
人
側
の
希
望
は
あ
ま
り
叶
え
ら
れ
ず
に
、

夕
）。
入
荷
量
が
減
少
し
た
た
め
に
価
格
は

上
昇
し
、
特
に
マ
グ
ロ
な
ど
の
大
物
が
昂
騰

し
、
前
日
一
〇
貫
当
た
り
一
一
～
二
円
の
も

の
が
二
倍
の
二
二
～
三
円
と
な
っ
た
（
東
日

九
・
四
）。
ま
た
、
入
荷
量
の
減
少
は
、
魚

市
場
株
式
会
社
側
が
三
浦
半
島
な
ど
の
産
地

へ
出
向
い
て
荷
を
押
さ
え
て
い
る
か
ら
と
い

う
情
報
が
あ
り
、
不
買
側
も
人
を
派
遣
し
て

荷
物
誘
引
を
す
る
と
報
道
さ
れ
た
（
報
知
九 

・
五
）。

こ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
翌
四
日
に
は
一 

八
〇
ト
ン
の
入
荷
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
〇 

〇
ト
ン
が
東
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
、
三
万
～

三
万
五
〇
〇
〇
円
の
売
上
げ
が
あ
っ
た
。
相

場
も
マ
グ
ロ
な
ど
の
品
物
が
潤
沢
に
あ
っ
た

た
め
前
日
よ
り
一
割
五
分
ほ
ど
安
値
に
な
っ

た
と
い
う
（
読
売
、
横
貿
九
・
五
夕
）。
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ら
三
八
年
ま
で
の
月
別
の
入
場
者
数
を
見

る
と
、
不
買
争
議
が
あ
っ
た
三
六
年
九
月
・

一
〇
月
が
飛
び
抜
け
て
多
い
。
他
の
年
は
、

多
い
月
で
も
一
〇
万
人
を
越
え
て
い
な
い
の

に
対
し
、
こ
の
両
月
は
一
〇
万
九
〇
〇
〇
と

一
〇
万
七
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
不
買

争
議
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年

は
一
月
二
月
の
落
ち
込
み
が
他
の
年
よ
り
も

大
き
い
の
で
、
年
合
計
（
月
平
均
）
で
は
違

い
が
余
り
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
月
別
で
見

る
と
は
っ
き
り
と
影
響
が
伺
え
る
。
な
お
、

新
聞
記
事
で
は
、
争
議
の
最
初
の
頃
に
は
、

一
日
当
た
り
二
〇
〇
〇
人
増
、
平
均
八
〇
〇

人
が
東
京
か
ら
買
い
出
し
に
訪
れ
た
と
し
て

い
る
が
、
統
計
を
見
る
と
、
九
月
中
で
約

一
万
五
〇
〇
〇
人
増
な
の
で
、
五
〇
〇
人
強

平
均
と
な
る
。

次
に
ト
ラ
ッ
ク
の
入
場
台
数
を
見
る
と
、

入
場
者
数
以
上
に
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
市
内
の
買
出
人
の
場
合

は
、
リ
ヤ
カ
ー
、
市
電
、
タ
ク
シ
ー
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
遠
方
の
も
の
が
ト
ラ
ッ

ク
を
使
用
し
て
い
た
が
、
東
京
方
面
か
ら
は

ト
ラ
ッ
ク
が
主
で
あ
っ
た
の
で
、
通
常
は

一
五
〇
〇
台
か
ら
二
〇
〇
〇
台
程
度
で
あ
っ

た
も
の
が
、
九
月
に
は
四
八
〇
〇
台
、
一
〇

月
に
は
三
五
〇
〇
台
と
二
倍
以
上
と
な
っ

た
。
入
荷
増
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
増
加
も
あ

る
が
、
圧
倒
的
に
東
京
方
面
か
ら
の
買
出
人

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
図
2
か
ら
売
上
高
を
見
る
と
、
数
量

で
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
一
〇
・ 

一
一
月
と
三
八
年
一
一
月
に
二
〇
〇
〇
ト
ン

を
超
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
ほ
ぼ
一
〇
〇 

〇
～
一
五
〇
〇
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
し
か
し
、
不
買
争
議
が
あ
っ
た
三
六
年

九
月
・
一
〇
月
に
は
、
二
五
〇
〇
ト
ン
を
超

え
、
一
〇
月
は
二
九
〇
〇
ト
ン
弱
ま
で
増
加

し
て
い
る
。
不
買
争
議
が
中
旬
で
終
わ
っ
た

一
〇
月
の
方
が
九
月
よ
り
多
い
の
は
、
通
常

で
も
一
〇
月
の
方
が
多
い
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。
金
額
ベ
ー
ス
で
見
て
も
、
三
六
年

九
・
一
〇
月
は
突
出
し
て
い
る
。
先
の
新
聞

記
事
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
統
計
で
見
て
も
、

九
月
は
鮮
魚
五
三
万
五
八
二
七
円
、
塩
干
魚

一
四
万
三
八
五
五
円
、
計
六
七
万
九
六
八
二

円
、
一
〇
月
は
鮮
魚
五
一
万
四
七
〇
二
円
、 

塩
干
魚
一
五
万
九
二
八
七
円
、
計
六
七
万
三 

九
八
九
円
を
記
録
し
て
い
る
（
図
示
は
鮮
魚

の
み
）。

そ
の
他
に
、
先
述
の
「
北
海
道
の
生
鮭
に

食
傷
し
さ
う
」
の
サ
ケ
に
つ
い
て
も
見
て
み

よ
う
。
数
量
で
見
る
と
、
三
六
年
九
月
に
は

前
月
か
ら
倍
増
し
、
一
〇
月
に
は
半
分
以
下

に
減
少
し
て
い
る
。
月
単
位
で
見
て
も
同
年

九
月
は
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
翌
年
以
降
に
な
る
と
七
～
九
月
頃
に
急

増
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
荷
側
の
情
勢
の

変
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は

何
と
も
言
え
な
い
が
、
三
六
年
を
契
機
と
し 

て
入
荷
ル
ー
ト
が
出
来
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

横
浜
市
の
中
央
卸
売
市
場
開
設
前
に
、「
当

業
者
」
の
中
に
は
「
東
京
に
先
立
つ
危
険
」

を
主
張
す
る
も
の
も
い
た
（「
中
央
市
場
開

業
と
当
業
者
の
希
望
」『
大
横
浜
』
二
五
─

三
、一
九
三
〇
年
）。
相
場
の
開
示
、
品
種
数

量
等
の
予
告
に
よ
り
「
虚
々
実
々
の
商
戦
を

展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
の
で
、
横
浜

の
相
場
が
高
い
と
見
れ
ば
品
物
が
殺
到
し
、

安
い
と
見
れ
ば
横
浜
へ
出
さ
な
い
よ
う
に
な

り
、商
売
が
「
遣
り
悪
く
」
な
り
、「
十
数
倍
」

の
東
京
側
に
攪
乱
さ
れ
た
ら
、「
惨
め
は
蓋

し
想
像
に
難
く
な
い
」
と
し
て
い
た
。

開
設
当
初
の
入
場
者
の
多
さ
は
、
こ
の
よ

う
な
東
京
側
か
ら
の
買
出
人
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
後
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
一

年
程
で
入
場
者
数
な
ど
が
落
ち
着
い
た
よ
う

に
見
え
、
通
常
の
流
れ
が
出
来
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
東
京
側
で
何
か
事
が
起
き
た

場
合
に
は
、
こ
の
不
買
争
議
の
時
の
よ
う
に

大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
、
巨
大
都
市
東

京
に
隣
接
し
て
い
る
横
浜
市
と
し
て
致
し
方

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

『
卸
売
市
場
制
度
五
十
年
史
』
第
一
巻
、
第
二
巻

（
一
九
七
九
年
）、『
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
三
十
年

史
』（
一
九
六
一
年
）。

※
な
お
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
横
貿
、『
読
売
新
聞
』

（
神
奈
川
読
売
）
は
読
売
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
東

京
朝
日
神
奈
川
附
録
）
は
東
朝
、『
東
京
日
日
新

聞
』
は
東
日
、『
報
知
新
聞
』
は
報
知
と
そ
れ
ぞ

れ
略
す
。
一
部
（
東
日
・
報
知
）
は
神
戸
大
学
附

属
図
書
館
新
聞
記
事
文
庫
（http

：//w
w

w
.lib.

kobe-u.ac.jp/sinbun/index.htm
l

）を
利
用
し
た
。

（
百
瀬
敏
夫
）

一
、
「
青
い
目
の
人
形
」

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
一
四
日
、

開
港
記
念
横
浜
会
館
に
お
い
て
ミ
ネ
ッ
ト
・

B
・
ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会
が
催
さ
れ
、
横

浜
市
内
の
児
童
や
園
児
と
共
に
、
小
学
校

や
幼
稚
園
に
贈
ら
れ
た
「
青
い
目
の
人
形
」

六
三
体
が
集
め
ら
れ
た
。
今
回
は
横
浜
市
史

資
料
所
蔵
の
写
真
資
料
か
ら
そ
の
歓
迎
会
の

様
子
を
紹
介
し
た
い
。

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
五
月
、
ア
メ

リ
カ
連
邦
議
会
に
お
い
て
「
排
日
移
民
法
」

が
可
決
さ
れ
る
と
、
日
米
の
関
係
は
悪
化

し
、
横
浜
で
も
対
米
問
題
県
民
大
会
が
催
さ

れ
る
な
ど
反
米
感
情
は
高
ま
っ
た
（『
横
浜

毎
朝
新
報
』
一
九
二
四
年
七
月
三
日
）。

そ
う
し
た
状
況
を
危
惧
し
た
親
日
家
牧
師

の
シ
ド
ニ
ー
・
L
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士

は
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
と
図
り
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
人
形
を
贈
呈
す

る
こ
と
で
若
い
世
代
の
友
情
を
育
も
う
と
し

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士 

は
自
ら
が
事
務
局
長
を
務
め
る
世
界
児
童
親

善
会
を
通
じ
て
人
形
の
収
集
を
開
始
、
一
九 

二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
秋
に
は
全
米
に
む

け
て
日
本
へ
の
「
人
形
計
画
」
を
発
表
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
や
青
少

年
団
体
、
P
T
A
連
合
会
な
ど
は
賛
意
を
示 

し
、
全
米
か
ら
一
二
七
三
九
体
の
人
形
が
集 

ま
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
一 

月
以
降
、
横
浜
港
や
神
戸
港
に
到
着
し
た
客

船
か
ら
次
々
と
「
青
い
目
の
人
形
」
が
上
陸
、

各
種
歓
迎
行
事
を
経
て
、
全
国
の
小
学
校
や

幼
稚
園
へ
届
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

横
浜
市
で
は
、
三
月
一
八
日
に
係
留
中
の

天
洋
丸
に
お
い
て
全
米
と
四
八
州
を
代
表
す

る
人
形
の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
後
、
本
牧
尋

常
小
学
校
の
大
講
堂
で
そ
れ
ら
の
人
形
と
横

浜
市
内
の
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
五
二
体
の

人
形
の
歓
迎
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
（『
横
浜

貿
易
新
報
』
一
九
二
七
年
三
月
一
九
日
）。

人
形
愛
好
家
で
あ
る
ム
ー
ア
女
史
は
そ
う

し
た
「
人
形
計
画
」
に
尽
力
し
た
一
人
で
あ 

っ
た
。
当
時
、
東
京
科
学
博
物
館
に
飾
ら
れ

て
い
た
親
善
人
形
「
ミ
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
」
は
ム
ー
ア
女
史
が
送
っ
た
も
の
で
、

そ
の
人
形
は
姪
の
バ
ー
バ
ラ
が
可
愛
が
っ

て
い
た
一
体
だ
っ
た
。
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
、
バ
ー
バ
ラ
を
亡
く
し
た
ム
ー
ア
女

史
は
、
形
見
と
な
っ
た
人
形
に
一
目
会
う
た

め
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
に
来

日
、
そ
の
後
、
約
二
年
間
に
亘
っ
て
日
本
各

地
の
「
青
い
目
の
人
形
」
を
修
理
し
て
回
っ

写
真
で
見
る
昭
和
の
横
浜
③

ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会

ムーア女史（写真右側）と通訳を務めた野村洋三（写真左側）
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